















































VS とは、Richard Gregg が 1936 年に提唱した概念である（Elgin and Mitchell, 1977）。

















VS に関する研究の中で、多くを占めているのが VS ライフスタイルに関する研究で
ある（大平 , 2016a）。その中でも、VS ライフスタイルを明らかにする際によく引用され
ているのが Leonard-Barton（1981）と Shama（1985）や Shama and Wisenblit（1984）、
Iwata（1997）を改良した Iwata（1999）である2。その中でも、Leonard-Barton（1981）










VS に関する研究では、多くの研究で VS と消費の削減が検討されている（Leonard-
Barton, 1981；De Young, 1996；Huneke 2005；Ballantine and Creery, 2010；McGouran 
and Prothero, 2016）。具体的に Ross（2015）は、VS が倫理的消費を説明する潜在性を秘
めていると指摘し、VS ライフスタイルや VS に関連した態度や行動は、消費者の衝動性
や物質主義に負の影響を与えると指摘している。Iwata（2002）は、VS ライフスタイル
が環境配慮行動と因果関係があると指摘している。McDonald, Oates, Young and Hwang
（2006）は、VS を実践することが倫理的消費を実践し始める起点となると指摘している。
Shaw and Newholm（2002）は、VS と倫理的消費には密接な関係があると指摘している。
この研究では、具体的な倫理的消費にはリサイクルなどの持続可能な消費と消費の削減が
あり、それらは倫理的な点からの VS を実践する行動であると述べている。またこの研究
2　 Shama（1985）や Shama and Wisenblit（1984）は、Leonard-Barton（1981）に基づいて作









McDonald et al. （2006） は、VS を実践しないノン・ボランタリー・シンプリファー（NVSF）
とボランタリー・シンプリファー（VSF）との間には、ビギナー・ボランタリー・シンプ
リファー（BVSF）が存在すると指摘している。BVSF とは、一部の VS ライフスタイル
を実践しているが、全てを実践しているわけではない消費者である。またこの研究では、
VSF と NVSF を連続的に捉えるために BVSF をその中間に置く重要性を指摘している。





では VS や倫理的消費は、何を目的に行われる行動なのか。先行研究では、VS を実
践することが、消費者の幸福感（well-being）に影響を与え、さらに VS と幸福感には
因果関係があると指摘されている（Boujbel and D'Astous, 2012；Walter, Sandlin and 
Wuensch, 2016；McGouran and Prothero, 2016）。Brown and Kasser（2005）は、アメ
リカで自らが VSF と自覚している消費者とそうではない消費者を比較して、VSF の方が
幸福感が高いと指摘している。またこの研究では、VS と環境配慮行動、幸福感の関係を
検討した結果、環境配慮行動と幸福感には関係がなく、VS は環境配慮行動と因果関係に



































4　 VS の調査項目数は、Leonard-Barton（1981）では 18 項目、Iwata（2006）では 22 項目である。
5　 Iwata（1999）と Iwata（2006）ともに学生や女性のみがサンプルとなっていることから、
日本人を対象としてはいるが、サンプルに偏りのある限定的な調査であると考えられる。













を測定する尺度として、Diener, Emmons, Larsen and Griffin（1985）の人生の満足度尺度
（SWLS：the Satisfaction With Life Scale）を用いる7。その理由として、幸福感を測定す
る尺度として多様なものがあるが、その中でも最も用いられているのが、SWLS だからで
ある（大石 , 2009）。
具体的に調査１では、Iwata（2006）の VS 尺度と Sudbury-Riley and Kohlbacher（2016）
の倫理的消費尺度、さらに Diener et al.（1985）の SWLS を幸福感の尺度として用いる。
調査２では、VS と幸福感との関係について、Rich et al.（2017）の枠組みを利用する。こ
の研究では、VS が直接、人生の満足に負の影響を与える一方、心理的欲求充足を介して
も影響を与えると指摘している。それをもとに、調査１と同様に SWLS を幸福感を測定
する尺度として用いる。心理的欲求充足には、Rich et al.（2017）を踏まえて、Sheldon, 
Elliot, Kim and Kasser（2001）を用いる。この研究では、10 項目の心理的ニーズが用い




の VS ライフスタイルを分析する。先行研究では、VS は幸福感へ正の影響を与える一方、
負の影響を与えるとも指摘されている。また VS は倫理的消費を実践し始める起点となり
える点も先行研究で指摘されている。つまり、分析では VS は倫理的消費を実践する起点












実践への意識の程度が高い消費者を VSF、それを実践していない消費者を NVSF と
呼び、さらに VS を部分的に実践している消費者を BVSF と呼んでいた。Schreurs, 
Martens and Kok（2012）は消費を削減するのはプロセスがあると指摘しており、
「NVSF → BVSF → VSF」のような連続体（spectrum）を踏まえた上でも分析する必要
がある。
先行研究では、NVSF と BVSF、VSF の VS 実践の違いが検討されている。Huneke
（2005）はアメリカの VSF のデモグラフィクスにおける特徴を検討しているが、NVSF
と BVSF などとの比較は行なっていない。また他の研究では、VSF を抽出するに際し、
例えば Craig-Lees and Hill（2002）は Elgin（1981）の尺度を用いて、VSF と NVSF の
サンプルを抽出し、その特徴を検討しているものの、消費者全体の中に VSF や BVSF、
NVSF がどれくらい存在するのかといった分析は行っていない。それらを踏まえて、本
研究では VS ライフスタイルの項目を用いて、消費者を VS 実践への意識の程度から VSF
と BVSF、NVSF に分類する。その上で、本研究ではそれらのデモグラフィクスにも違い
があると仮定する。なぜなら、倫理的消費を実践する消費者と実践しない消費者には、デ
モグラフィクスで違いがあり（大平他 , 2015）、VS と倫理的消費に密接な関係があるとす
ると（Shaw and Newholm, 2002）、NVSF と BVSF、VSF にも違いがあると想定できる
からである。
具体的な分析方法としては、VS 項目を用いて、因子分析を実施し、因子得点を算出する。
その因子得点を用いて、クラスタ分析を実施し、NVSF と BVSF、VSF の３つのクラス
タへ分類する。その上で、χ２検定と残差分析、分散分析を実施することで、クラスタ別
のデモグラフィック変数の違いを検討する。
さらに本研究では、NVSF と BVSF、VSF の間には、倫理的消費が幸福感へ与える影
響に違いがあると想定する。なぜなら、倫理的消費を実践する消費者とそうではない消費
者は、製品を購入する際の意思決定要因が異なっており（大平他 , 2015）、VS と倫理的消
費が密接に関係するとすれば、倫理的消費が幸福感へ与える影響も異なると考えることが







調査は日本全国 47 都道府県を対象として、性別は男女で 50％ずつ、年齢は 20 代から 60



































0.842 -0.093 0.007 -0.048 -0.041
私は環境に悪影響を与える家
庭製品を買わない。





0.696 0.121 0.001 0.128 -0.090
私は環境を配慮して購入する
製品を変えた。























0.587 -0.053 -0.027 -0.051 0.128
私は買ったモノであふれてい
ると，幸せを感じる。
-0.005 -0.792 0.036 0.106 0.304
モノにあふれていることは，
私にとって重要である。



























0.066 0.451 0.102 -0.073 0.180
私は贅沢するよりもシンプル
に生きたいと思う。
0.073 0.450 0.029 -0.071 0.222
私の人生は，理想の状態にあ
る。
-0.015 -0.043 0.929 -0.040 -0.013
私の人生は，ほぼ私の理想に
近い。
-0.017 -0.018 0.892 -0.017 -0.015
私は自分の人生に満足してい
る。
-0.030 0.055 0.825 0.038 -0.020
私はこれまで，人生で必要と
しているものを得てきた。








-0.008 0.001 0.052 0.85 0.001
私はできるかぎり自分が満足
できる状態にいたい。
0.030 -0.037 -0.020 0.848 -0.006
便利で快適な生活は私にとっ
て重要である。




-0.066 0.053 -0.021 0.051 0.815
私はできるかぎり長く，買っ
たモノを使おうとしている。














0.110 0.048 -0.002 -0.081 0.615
Cronbach のアルファ 0.904 0.818 0.882 0.766 0.800
固有値 6.923 4.05 2.887 2.19 1.478
因子寄与率 23.078 13.5 9.622 7.301 4.927










0.810 0.018 0.003 -0.029
私は環境に悪影響を与える家庭製品を買わ
ない。








0.775 -0.028 -0.057 -0.063
私はできるかぎり，再利用あるいはリサイ
クルできる容器に包装された製品を買う。









調査１では、χ２＝ 1210.124、自由度＝ 364、p ＝ .000、GFI ＝ .925、AGFI ＝ .904、CFI ＝ .946、












0.666 0.002 0.093 0.114
何かを選ぶときに，私は常に環境への影響
が最も少ない製品を選択する。




0.633 0.016 0.031 0.097
私の人生は，理想の状態にある。 0.016 0.94 -0.064 0.009
私の人生は，ほぼ私の理想に近い。 -0.014 0.889 0.013 -0.016
私は自分の人生に満足している。 0.015 0.794 -0.052 -0.023
私はこれまで，人生で必要としているもの
を得てきた。
0.004 0.679 0.105 -0.014
もう一度人生をやり直せるとしても，ほと
んど何も変えないだろう。
-0.006 0.592 -0.026 0.050
私は難しいことなどを完璧にやる。 -0.038 -0.071 0.876 -0.014
私は困難に挑戦する。 0.105 -0.044 0.740 -0.017
私がやることは，何でもうまくできる。 -0.063 0.257 0.602 -0.023
私はリサイクルショップで主な家具や洋服
を買う。
-0.004 -0.003 0.005 0.880
私は古着を買う。 0.005 0.007 -0.046 0.867
Cronbach のアルファ 0.923 0.886 0.798 0.866
固有値 6.574 3.692 1.853 1.42
因子寄与率 32.869 18.46 9.264 7.1
累積因子寄与率 32.869 51.329 60.593 67.693
― 41 ―
消費スタイルの新潮流：倫理的消費とボランタリー・シンプリシティ
想定して分析を実施した。その結果、χ２＝ 642.567、自由度＝ 155、p ＝ .000、GFI ＝ .94、

































































を示していることから BVSF とし、クラスタ１を NBSF とした。結果を比較すると、調





F=423.433、物質主義は F=427.309、シンプル製品志向は F=89.696 でクラスタ間に統計的
に有意な差が認められた（いずれも p < .000）。また多重比較を実施したところ、調査１
では、快適な生活による充実感の NVSF と VSF、物質主義の BVSF と NVSF、シンプル
製品志向の BVSF と VSF を除いて、有意な差があった。一方、調査２では、中古志向が
F=1268.38、リサイクル志向が F=624.741 でクラスタ間に統計的に有意な差が認められた















































41.95 歳、既婚者が 51.7%、子どもありが 35.2% であった（図表３−５）。他のクラスタ
と比較して、NVSF は若い女性が多いのが特徴である。BVSF は女性が 49%、平均年齢
が 45.59 歳、既婚者が 58.2%、子どもありが 36.9% であり、男女の割合はほぼ均等で、既




齢が 44.25 歳、既婚者が 49.7%、子どもありが 34.5% であった（図表３−５）。このクラス
タは、他のクラスタと比較して、男女の割合はほぼ同じで、既婚者の割合が最も低いとい
う特徴がある。BVSF は女性が 52.6%、平均年齢が 41.74 歳、既婚者が 51.4%、子どもあ
りが 34.2% であった。他のクラスタと比較して、BVSF は女性の割合と平均年齢、既婚者
と子どもがいる割合が最も高いのが特徴である。VSF は女性が 46.9%、平均年齢 41.74 歳、
既婚者が 51.4%、子どもありが 34.2% であった。他のクラスタと比較して、VSF は女性の
割合が最も少なく、平均年齢が最も若く、子どもがいる割合も最も低いという特徴がある。
クラスタ間の違いを統計的に確かめるために、χ ² 検定と残差分析を実施した。調査１
では、性別（χ ²=4.743、df= ２、p < .10）と婚姻関係（χ ²=5.676、df= ２、p < .10）で
統計的に有意な違いがあった。残差分析では、VSF の性別と NVSF の婚姻関係、BVSF
の４人以上の子どもで統計的に有意な差があった（p < .05）。一方、調査２では、婚姻関
係のみ統計的に有意な違いが認められた（χ ²=19.369、df= ２、p < .00）。残差分析では、





析を実施した。調査１のモデルはχ ² ＝ 695.384、自由度＝ 260、p ＝ .000、GFI ＝ .955、
AGFI ＝ .927、CFI ＝ .975、RMSEA ＝ .028、調査２のモデルはχ ² ＝ 988.903、自由度＝






スタ間の変数を非標準化係数で比較すると、NVSF が .52、BVSF が .53、VSF が .43 であ
り、BVSF の係数の値が最も大きい。また人生の満足の重相関係数の平方は、NVSF が .083、
BVSF が .111、VSF が .063 となり、BVSF の因果関係が最も強い結果となった。なお、




的消費→有能感」は NVSF が .27、BVSF が .24、VSF が .45 という結果となった。「有能
感→人生の満足」は NVSF が .35、BVSF が .54、VSF が .37 という結果となった。また
重相関係数の平方について、有能感は NVSF が .062、BVSF が .037、VSF が .068 となった。
人生の満足は NVSF が .091、BVSF が .206、VSF が .145 となった。なお、この３つのク
ラスタ間のパス係数には、統計的に有意な差はなかった。
図表３−６　多母集団同時分析の結果（***: p < .001）













NVSF 0.52 0.127 4.101 *** 0.289 
BVSF 0.526 0.089 5.912 *** 0.333 






NVSF 0.271 0.071 3.801 *** 0.248 
BVSF 0.24 0.074 3.244 0.001 0.192 
VSF 0.446 0.124 3.594 *** 0.26 
有能感 
→⼈⽣の満⾜
NVSF 0.345 0.076 4.539 *** 0.302 
BVSF 0.545 0.072 7.605 *** 0.453 
VSF 0.368 0.077 4.78 *** 0.316 
倫理的消費 
→⼈⽣の満⾜






から、VS 実践への意識から VSF と BVSF、NVSF に細分化を実施した。その結果、そ
れぞれの数は、調査１では VSF（N ＝ 363）が最も多く、NVSF（N ＝ 315）が最も少なかっ






































































































ら VSF と BVSF、NVSF に関する分析でも、因子分析を実施した際に項目が大幅に減少
したものの、リサイクル志向と中古志向の２つの因子が抽出された。この結果から、消費
者の VS 実践への意識よりむしろ、この尺度は節約志向を捉えている尺度であると理解で
















研究で用いた尺度は、Diner らによる SWLS であった。しかし、心理学の分野では、人
間の幸福感を明らかにするために Lyubomirsky and Lepper（1999）による主観的幸福感
（subjective happiness）や Ryff（1989）による心理的幸福感（psychological well-being）
などが提唱されている。また Kan, Karasawa and Kitayama（2009）では、ミニマリスト
を実践することで得られる幸福感、いわゆるミニマリスト幸福感（minimalist well-being）
尺度を提示している。本研究では、VS 尺度の選択に重点を置いたことから、幸福感の代
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